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 質 問 者  佐 藤 良 一   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 学校跡地利用は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年から小中一貫教育がはじまり、平成32年

頃までに新校舎完成となる予定になっていますが、

建設過程前後まで、様々な課題があると思います。 

 教育委員会の今日までの説明の中で、趣旨の理解

はできても、解決できない課題や疑問点が浮き彫り

になったまま、その後、議会に対して、説明がなさ

れていません。教育委員会としても現在さらに検討

している最中と思いますが、今現在、建設指針が確

定に近い点だけでもお聞かせいただきたいので、次

の２点について伺います。 

(１) 建設資金の目途はついたのですか。国からの

補助金はいくら位で、町の負担金はいくら位に

なりますか。 

(２) 学校跡地の活用方法はどうなりますか。その

際教育財産から、普通財産あるいは行政財産に

なるのか、その為の用途変更手続きがあると思

いますが、その手続きは簡素化されているので

すか。  

(質問の相手：教育長・担当課長） 
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 質 問 者  佐 藤 良 一   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

２ 町内巡回バスの運行に

ついて 

 

平成30年になりますと、被災者の９割強が高台移 

転となりますが、しかしながら、半島や石浜、宮ヶ 

崎、小乗浜、清水地区をはじめ高台に住居を構える

町民の方々は、乗車代金を出しても良いから、震災

前のようなデマンドタクシーとは言わないが、町民

の足となる巡回バスを必要視しています。当局とし

てどのような考えをお持ちなのか、次の点について

伺います。 

(１) 東松島市で震災前と同じくデマンドタクシー

を運行しています。また民間タクシー会社が自

前で運行している会社があるようですが、どう

考えますか。 

(２) 保育所児童の送迎はどのように考えていま

すか。 

   現在、子どもの貧困化問題が話題となってい

ますが、裏を返せば世帯家族の生活環境と所得

の低廉化があり、子どもにしわ寄せがきている

証だと思います。夫婦共働き家庭が多くなり子

どもは誰かが面倒を見なければならない時代に

入り、保育所に預ける選択しかありません。特

に半島の方々は保育所の送迎バスを望んでいま

す。様々な問題点を鑑み実現してはどうでしょ

うか。当局の見解を（質問の相手：町長・担当

課長）                   
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 質 問 者  佐 籐 良 一   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   す。様々な問題点を鑑み実現してはどうでしょ

うか。当局の見解を伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 


